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日本橋川 治水計画と水辺再生の計画・設計検討が急務

都市再生特別地区（日本橋一丁目中地区）
都市計画（素案）の概要

三井不動産 野村不動産

都市再生特別地区（日本橋室町一丁目地区）
都市計画（素案）の概要
三井不動産
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平常時 高潮・洪水時
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ＭＰ－ＰＡＷＲレーダー
データ

NICT（明石）・大阪大学・埼玉大学

国土交通データ
プラットフォーム

河川関係
施設データ

港湾・海岸関係
施設データ

東京都
大阪府
等

気象庁データ
国土地理院データ

低平地防御施設
マネジメント

（新しい治水対策）

アウトプット

世界に通用する
3D・AIMの構築へ
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レーダーによるゲリラ豪雨予測精度向上とリンクした
低平地防御施設マネジメントを開発

監修：細見寛



豪雨・高潮予測精度向上による新しい治水対策
～豪雨時、河川水位を事前に低下させる方式～

神田川

江戸川橋
（下流端から5.8km）

三崎橋
（下流端から4.8km）

日本橋川
高潮バリア候補地
（豊海橋）

神田川
高潮バリア候補地
（浅草橋）

神田川・日本橋川の水面の面積（m2）
24.9m×5,600m＋ 36.4m×4,800m
＝313,993m2

水面を、仮に1.0m下げた場合の貯留量（ｍ３ ）
313,993×1.0＝313,993ｍ３

水面を、仮に2.5m下げた場合の貯留量（ｍ３ ）
313,993×2.5＝784,981ｍ３

【参考】環状七号線地下広域調節池の計画貯留池容量（ｍ３ ）
566,000（ｍ３ ）

神田川・日本橋川の川幅は、対象区間に架かる橋梁の橋長を
平均して算定した。（神田川：27橋、日本橋川：25橋）
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